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ワン（Netaji Bhawan, ネタージ記念館）を、クリスマス休日後の 12 月 27 日に訪問した。訪
問の目的は、展示物の見学や史料調査の他に、面会の約束が取れた同館館長スガタ・ボース教
授（Sugata Bose）と懇談するためでもあった。2007 年の第 1 次安倍政権時のインド訪問では、
安倍首相も同館を訪れている。この記念館はネタージ・リサーチ・ビュロー（Netaji Research 
Bureau）によって運営され、博物館、アーカイヴ、図書館を備えている。スガタ・ボースは、
His Majesty’s Opponent: Subhas Chandra Bose and India’s Struggle against Empire 等の著
書を上梓しスバス専門家としても知られるが、A Hundred Horizens: the Indian Ocean in the 




                                                          
1) 「海洋史」あるいは「歴史の中の海洋」といった史的アプローチは、これまでもニコラス・カニー






の限界をも注視した態度は、A Hundred Horizens の各所に見られる。A Hundred Horizens: the Indian 
Ocean in the Age of Global Empire (Cambridge MA, 2009 paperback), pp. 1-15, 272-82. この書における
スガタ・ボースの語りの巧みさは、彼のスバス伝 His Majesty’s Opponent: Subhas Chandra Bose and 
India’s Struggle against Empire (Cambridge, MA, 2011) にも受け継がれている。今回の総合研究旅行で
は、スガタの他にシャンデルナゴル研究所長のリラ・ムカージー（Rila Mukherjee）教授とも学術交流の
機会を得たが、奇しくも彼女自身 Network in the First Global Age, 1400-1800 や Oceans Connect: 





歴史叙述を行っている。例えば ‘The struggle for the Bay: The life and times of Sandwip, an almost 
unknown Portuguese port in the Bay of Bengal in the Sixteenth and Seventeenth Centuries’, História 
Revista da Faculdade de Letras, Universidade do Porto, Série III, vol. 09, pp. 67-88. ベンガル湾も一
様ではなく、ムカージーはその地域性に着目し、ベンガル湾海洋史を湾北部の河畔地域も含めて考え、伝
統的ベンガル湾海洋史における焦点の分散を試みている。R. Mukherjee, The Northern Bay of Bengal, 
800-1500 C.E.: A history apart? (New Delhi, 2013), NMML Occasional Paper History and Society, New 
Series 23. 宗教の違いを超えてベンガル人としてのスバスの思想を考えるに当たり、このような視点から
のベンガルの地域性の研究は欠かせない。 

































































 戦後のインド政治は、ネルーの孫にあたるラジーヴ・ガンディーが 89 年に首相を辞任する
                                                          
3) 実際にはインド刑法（Indian Penal Code）第 6 章 121 項違反であるが、インド刑法には反逆罪に関す
る規程がないためこの条項が代わって適用された。L.C. Green, ‘The Indian National Army Trials’, The 
Modern Law Review, vol. 11, no. 1 (Jan. 1948), p. 49. 
4) ‘Partition, India-Pakistan Wars against Netaji’s vision: daughter’, Hindustan Times, Jan. 20, 2013. 
5) 中里成章『パル判事―インド・ナショナリズムと東京裁判』岩波新書、78-86、231-2 頁。現在政権を
担当しているインド人民党（BJP）も、元を辿ればヒンドゥー大連合に行きつく。 
6) 英国 Public Record Office, DO 35/ 2059.  






























                                                          
7) パル判決の問題点、対日講和を巡るインドの態度とその背景については、内藤雅雄「『パール判決』の
実像と虚像」『歴史地理教育』2007 年 1 月号、76-81 頁に簡潔にまとめられている。 
8) 例えば、Hugh Purcell, ‘Subhas Chandra Bose: The Afterlife of India’s Fascist Leader’, History 
Today, vol. 60 (11 Nov. 2010). 



























                                                          





XLIX-8 (2008.8)、66-72 頁。 
11) 家永三郎「十五年戦争とパール判決書」『家永三郎集第 12 巻 評論１ 十五年戦争』岩波書店を参照。 
12) 長崎暢子「東南アジアとインド国民軍―ディアスポラ（離散）・ナショナリズムの崩壊―」『岩波講座 近
代日本と植民地 5 膨張する帝国の人流』岩波書店、157 頁。 




ては最高位にあるバーラット・ラトナ賞（Bharat Ratna）の受賞が 12 月 24 日に発表され、














confer the award posthumously）という文言が使われたことに異議が唱えられた。スバスの
死を巡る論争は今も続き、戦後の法廷闘争のみならず、例えば 2005 年公開のシャーム・ベネ
ガル監督映画 Netaji Subhas Chandra Bose: The Forgotten Hero に対しては、戦前スバスの
指導で国民会議派分派として結成され戦後は別政党となった全インド・フォワード・ブロック




                                                          
13) The Times of India, December 27, 2014. 




ス 祖国解放に燃えた英雄の生涯』光人社（2013 年 9 月）、115-6 頁。スバスは時折ドイツ語を交えてエ
ミーリエに愛情のこもった手紙を頻繁に送っている。Subhas Chandra Bose, Letters to Emilie Schenkl 
1934-42 (Kolkata, 1994) edited by Sisir Kumar Bose & Sugata Bose (Netaji: Collected Works volume 7)
を参照。 
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ラトナ賞の「死後における授与」問題については、カルカッタ高等裁判所で争われることと
なったが、一部スバス信奉者は、スバスが台湾での飛行機事故で死亡し生存の可能性はないと
結論付けた 1956 年のシャー・ナワズ委員会（Shah Nawaz Committee）及び 1970 年のコス


















ル・ボース（Surya Kumar Bose）とチャンドラ・クマル・ボース（Chandra Kumar Bose）
の 2 人の息子がいた。実は親族でありながら、スルヤとチャンドラ・クマルはスガタに対して
                                                          
15) シャー・ナワズは元インド国民軍第 2 師団長であり、国民軍裁判の 3 人の被告の 1 人であった。この
委員会には他にスバスの兄スレシ・チャンドラ・ボース（Suresh Chandra Bose）とアンダマン・ニコバ







Government of India, Netaji Inquiry Committee Report (New Delhi, 1956), pp. 69-70. スレシが署名を
拒否したことについては、彼には十分な資料の提供がなされなかったこと、スバスの死という結論は既に
決まっており、そのような結論の背後にネルーがいたこと等が理由として挙げられている。Leonard A. 
Gordon, Brothers against the Raj : A Biography of Indian Nationalists Sarat and Subhas Chandra 
Bose (New Delhi, 1997 paperback), pp. 605-6. 
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批判を強め、スバス関連史料の機密指定解除問題とネタージ・バワンの運営を巡って対立が続
いている。スルヤやチャンドラ・クマルは、台湾でのスバスの死に強い疑念を抱き、また同時



























                                                          
16) ‘So, Thy Hand?’, Outlook, April 8, 2013. 
17) ‘Bose family opposed Sugata Bose’, The Times of India, April 7, 2014. 








スバスは、1897 年１月 23 日にオリッサ州カタックでジャナキ・ナース・ボース（Janaki Nath 












理や歴史が中心を占めた。スバスはこの学校に満足できず、12 歳で同じカタックの Ravenshaw 








                                                          
18) Anuj Dhar, India’s Biggest Cover-up (New Delhi, 2012). 
19) スバスの生い立ちや活躍については、主に Edmund Muller & Arun Bhattacharjee, Subhas Chandra 
Bose and Indian Freedom Struggle (New Delhi, 1985) 及び Sugata Bose, His Majesty’s Opponent を参
考にした。 

















ブリッジ大学に送り、インド高等文官 Indian Civil Service の試験を受けさせようとする。ケ
ンブリッジにおいてスバスは、常に官憲の圧力を受けるカルカッタの大学と違い、大学の自由
                                                          
20) Rudrangshu Mukherjee, Nehru & Bose Parallel Lives (Gurgaon, 2014), pp. 10-11. 
 
嘗てのプレジデンシー・カレッジ正門。現在はプレジデンシー・ユニヴァーシティと呼ばれる 
































                                                          
21) Ibid., pp. 32-3. 














24 年 10 月に逮捕され、暫くしてかつてスワデーシー運動で中心的役割を果たしたララ・ラジ














































                                                          
22) Ibid., pp. xii-xiii、後日スバスは日本においても、インド独立或いは東亜の解放は武力のみによってな
し得るものであり、その点においてガンディーと自分は意見を異にすると明言している。「印度独立を宣明
して日本国民諸君に訴ふ」『日印協会会報』86 号（1944 年 5 月）、37 頁。 
23) Sisir Kumar Bose, Netaji Subhas Chandra Bose (New Delhi, 2001), pp. 120-1. スバスは 42 年 12 月
7 日のベルリンからの放送で、妥協のないチャーチルよりリベラルで民主主義者のクリップスの路線の方
が、インドのナショナリストに混乱を与える故に独立にとっては大きな脅威であると訴えている。Sisir K 
Bose and Sugata Bose, eds., Azad Hind: Writings and Speeches 1941-1943 (London, 2004), p. 166. 





























したのは、36 年 1 月 31 日にスバスがアイルランド南部の港町コーヴに到着した時である。ス
                                                          
24) パテールの弟は初代首相ネルーの下で副首相や内務大臣を務めたサルダール・ヴァッラブバーイー・パ
テール（Sardar Vallabhbhai Patel）である。 
25) O’Malley, Ireland, India and Empire, pp. 91-100. 
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バスの訪問手続きについては、ベルリンにあるアイルランド公使館からダブリンの外務省に対
してスバスへのビザの発給を行ってよいかの問い合わせがあり、外務省がスバスの自由国上陸





ら得ていた。スバスがドイツ入国許可を得た経緯は、自由国法務省が 35 年 4 月 16 日に受領し











ンド外務省、法務省、アイルランド警察（Garda Síochána, the guardian of the peace の意）
に加えて、英国政府当局もスバスの動向に関心を寄せており、彼の旅程は逐一監視されていた。
この期間アイルランド政府当局が使ったスバスの肩書はカルカッタ市長或いは前カルカッタ市
長であったが、ダブリン警察当局は British Indian Extremist との呼称も使用している。36 年




                                                          
26) National Archives of Ireland (NAI), JUS 8/443. 
27) Ibid. 
28) University College Dublin Archives (UCDA), P150/2303. Memoranda by John J. Hearne on 
‘Subjects discussed with President’ at regular meetings between 27 June and 18 August 1933 and 
between 1 March and 28 May 1934. この覚書は UCDA 所蔵の Eamon de Valera Papers の一部である。 
29) NAI, JUS 8/443. この報告書はダブリン城にあるダブリン警察（Garda Síochána, Metropolitan 
Division, Special Branch）から 36 年 2 月 14 日に提出されたものである。 
― 58 ― 


























                                                          
30) NAI, DFA 19/50A. Berlin Legation Confidential Reports 1935, 1936 part 1 of 4．同じ文書が、’Extract 
from a confidential report from Charles Bewley to Joseph P. Walshe’ (Berlin, 22 January, 1936), in 





とはできないと明言したとのことである。NAI, DFA 19/50 Part two of two. 
31) Ibid. 





























                                                          
32) 英紙 Daily Express はスバスのアイルランド訪問を Indian Agitator for I.F.S. Banned Leader in 
Search of Sanctuary と題して 36 年 1 月 16 日付で紹介する中で、オブライエンを「ロンドンにおけるシ
ン・フェインの元リーダー」と表記している。オブライエンは 16 年から 23 年まで President of the Sinn 
Féin Council of Great Britain の肩書を持っていた。 
33) NAI, DFA P.2/56. 
コーク市庁舎前のテレンス・マックスウィニーの胸像
― 60 ― 
を見ると、スバスのアイルランド訪問に関しても 2 人の間に何らかの連絡や打ち合わせがあっ
たと推察できる。34)  

























33 年 10 月にマクブライドとデ・ヴァレラの間で交わされた書簡から判断すると、この連盟
の集会にスバスが出席することは、デ・ヴァレラには若干納得いかないものがあったかも知れ
                                                          
34) UCDA, Mary MacSwiney Papers, P48a/367. 
35) NAI, JUS 8/443. （36 年 2 月 4 日付 Irish Times 掲載の記事 ‘India’s Attitude to Freedom’から） 
36) スケッフィントンやデスパードとパテールの関係については、拙稿「インド・アイルランド関係と大英
帝国」『専修大学社会科学研究所月報』no. 614, 12-14 頁を参照されたい。 




























駁に対してマクブライドも負けておらず、10 月 20 日付返信の中で、彼女とデ・ヴァレラの間
に楔を打ち込もうとするのが英国諜報機関の狙いであるとの見解を示す。39) 共和主義者の中が
                                                          
37) UCDA P150/2259. 
38) 拙稿「インド・アイルランド関係と大英帝国」20、27-30 頁。 
39) UCDA P150/2259.  











バスと、英愛貿易協定締結のためにロンドン訪問中のデ・ヴァレラの間で 1 月 15 日の深夜に

















                                                          
40) NAI, DFA 105/62. スバスが書いたビルマ刑務所主席監察官宛書簡を見ると、収監中のスバスは、胃弱、
脊椎の痛み、不眠症に悩まされ結核を患っていたようであるが、スミスが処方した薬によって病状は若干
回復したとある。主席監察官やスミスのスバス達に対する対応は極めて良かったようである。Sisir K. Bose, 
Netaji Collected Works, vol. 3: In Burmese Prisons Correspondence May 1923 – July 1926 (Kolkata, 
2009), pp. 199-200; Satyam Roychowdhury, ed., Netaji For You (Kolkata, 2014), pp. 93-8. 











ガポールにおけるインド国民軍女性正規軍部隊ラニー・オブ・ジャンシー連隊（Rani of Jhansi 
Regiment）の重用も、いかにもスバスらしい対応とも言える。この連隊の連隊長であったラク
シュミ ・ースワミナサンは、その後インド国民軍中佐で戦後インド国民軍裁判に被告として引っ
張り出された 3 人の内の 1 人プレム・サイガルと結婚している。有名な社会運動・独立運動家
の娘であったラクシュミーは、71 年にインド共産党に入党し、2002 年の大統領選ではアブドゥ
ル・カラームの唯一の対抗馬として擁立されている。インド独立に燃える彼女達には、所謂ファ
                                                          
41) NAI, JUS 8/443 及び NAI, DFA 105/62 (Visa facilities for Mr Subhas Chandra Bose Mayor of 
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いったと短絡的に捉えない方がよい。37 年 10 月の段階でもスバスの反帝国主義的思考に変化
はない。インドのインテリ・ナショナリストの論壇でもあるカルカッタの Modern Review 誌






とく立ち上がるであろうとスバスは締め括る。44) これは、同年 7 月に盧溝橋事件が発端となっ
                                                          
42) Subhas Chandra Bose, ‘Empire that Rose in a Day will Vanish in a Night’, Netaji Collected Works, 
vol. 12: Chalo Delhi: Writings and Speeches 1943-1945 (Oxford, 1995), edited by Sisir K. Bose & 
Sugata Bose, pp. 55-9. 
43) O’Malley, Ireland, India and Empire, Appendix 5, p. 196.  
44) Subhas Chandra Bose, ‘Japan’s Role in the Far East’, Netaji Collected Works, vol. 8: Letters, Articles, 
Speeches and Statements 1933-1937 (Oxford, 1995), edited by Sisir K. Bose & Sugata Bose, pp. 411-429. 







に上陸するや逮捕されダージリン地方のクルセオンに投獄されるが、再度健康を害し 36 年 12
月にはカルカッタに連れ戻され警察の監視の下で入院することとなる。病状の悪化のため無条
件で釈放されたスバスは、37 年 11 月になると今度は英国への訪問を果たす。英国在住インド
人学生達からの熱烈な歓迎を受け、英国労働党の幹部とも会合を持つ。療養のためオーストリ





















                                                          
45) 朝日新聞「日印の十字路２」（2006 年 5 月 9 日）。 























                                                          









Bose, The Great Escape (Calcutta, 2000), pp. 47-8. 
47) Sugata Bose, His Majesty’s Opponent, pp. 196-8; Alessandro Quaroni, ‘Netaji Oration 2009 ― The 
Kabul Connection: Subhas Chandra Bose, Pietro Quaroni and Indo-Italian Relations’, The Oracle, vol. 
xxxii (January 2010), no. 1, pp. 8-16. 
48) H.R. Trevor-Roper, ed., Hitler’s Table Talk 1941-1944: His Private Conversations (London, 2000), 
nos. 11, 17, 20; Romain Hayes, Subhas Chandra Bose in Nazi Germany: Politics, Intelligence and 
Propaganda 1941-43 (New York, 2011), p. xxvi. 





ことであった。スバスとヒトラーの会談は 41 年５月 28 日に実現している。49) ヒトラーはスバ
スにあらゆる外交特権を与え、また彼の自叙伝『我が闘争』（Mein Kampf）の中にあるインド
に対する不適切な言葉を削除することにも同意している。 
またスバスは、自由インドセンタ （ーAzad Hind Sangha）の下に、プロパガンダ放送局 Azad 
Hind Radio（ラジオ自由インド）と後にインド解放軍として機能することを予期して軍隊組織




















                                                          
49) ヒトラーとスバスの会談の写真は、オランダの Nederlands Institut voor Oorlogsdocumentatie のサイト
http://www.niod.nl やドイツ連邦公文書館（Bundesarchiv）の Digitales Bildarchiv で見ることが出来る。 
50) David Littlejohn, Foreign Legions of the Third Reich (San Jose, Calif., 1987), vol. 4. pp. 126-7. 
51) Krishna Bose, Netaji A Biography for the Young (New Delhi, 1995), p. 42. 




























                                                          
52) 但し、訓練中にインド軍が偶然敵軍に遭遇した場合には、自己防衛のために交戦が許されるとの取決め
があったようである。Muller, Subhas Chandra Bose and Indian Freedom Struggle, p. 51. しかし、ドイ
ツ連邦公文書館の写真の中には、インド軍が明らかに「大西洋の壁」（Atlantikwall）やフランス南西部の
防衛に当たっている写真が存在する。そのいくつかは Hayes, Subhas Chandra Bose in Nazi Germany に
掲載されている。 
53) 共産主義者も、スバスやネルー等国民会議派左派が革命の言葉を使用してブルジョア的政策を推進して
おり、それによって大衆革命闘争を混乱させていると警戒していた。Harkishan Singh Surjeet, et al., eds, 
History of the Communist Movement in India (New Delhi, 2005), p. 201. 
















                                                          
54) Subhas Chandra Bose, The Indian Struggle 1920-42 (Oxford, 1997) edited by Sisir Kumar Bose & 
















ティ（Francesco Nitti）著 Bolshevism, Fascism and Democracy とイヴァノエ・ボノーミ










ア侵攻の前であり、まだファシズムが帝国主義的侵攻の牙を剥く前であった。38 年 1 月 24 日
にロンドンの Daily Worker 紙に掲載されたスバスとのインタビュー記事は、スバスのその頃
の心境を明らかにしている。58) スバスによると、彼の政治思想は『闘へるインド』執筆以来進
                                                          
55) Bose, The Indian Struggle 1920-42, pp. 352-3; Ramchandra Sakharam Ruiker, Thesis of the All 
India Forward Bloc (Calcutta, 1949). 
56) Leonard A. Gordon, Brothers against the Raj, p. 235. 
57) Bose, The Indian Struggle, pp. 364-5; Bose, ‘Meeting the Press: Situation in India, India and 
Germany, League of Nations’, Netaji Collected Works, vol. 8: Letters, Articles, Speeches and 
Statements 1933-1937, pp. 346-7. 
58) Ibid., p. 398-9 (Appendix ‘The Indian Struggle: Questions Answered’. このインタヴュー記事につい
て、アンドリュー・モンゴメリーは「ファシズムに関するスバスの積極的発言の中での唯一の言い訳」と
やや突き放した解釈をしている。Andrew Montgomery, ‘Subhas Chandra Bose and India’s Struggle for 
Independence’, The Journal of Historical Review, vol. 14, no. 2, pp. 2-5. この論文でモンゴメリーは、イ
ンド独立運動家でインド・レストラン「ナイル」の創業者 A.M. ナイル（A.M. Nair）のスバス観に言及し、

























                                                                                                                                                       









る。T.P. Sreenivasan, ‘The Man Who Knew Netaji’, Rediff India Abroad (January 23, 2006). ナイルは戦
後パル判事の通訳も務めている。 
59) Subhas Chandra Bose, Congress President Speeches, Articles, and Letters January 1938 – May 1939 
(Kolkata, 1995) edited by Sisir Kumar Bose & Sugata Bose (Netaji: Collected Works volume 9), pp. 50-1. 
















                                                          
60) Bidyut Chakrabarty, Subhas Chandra Bose and Middle Class Radicalism (London, 1990), p. 160. 
61) 丸山静雄『インド国民軍 ―もう一つの太平洋戦争―』岩波新書 315、70-1 頁。 
62) 移送作戦の詳細は、米田文孝、秋山暁勲「伊号第 29 潜水艦とスバス・チャンドラ・ボース」『関西大
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率い、マレー作戦時から英印軍捕虜がインド国民軍に志願していく過程で、インド国民軍士官
にも信頼され大きな役割を果たした。42 年 2 月 15 日のシンガポール陥落直後、市内リトル・
インディアに隣接して拡がるフェラー・パークでの英軍からの接収式で、藤原は 4 万 5 千人も
のインド兵の前で演説を行い、その中で日本は一切の野心がなく、インド国民軍や独立連盟の
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